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盗
に

つ

い

て

触
れ
て

お

き

た
い

。

　

前
者
に

比
べ

て

後

者
の

方
が
、

犯

罪
の

構
成
要
件
が

明
確
な

よ

う
に

思

わ
れ

る

が
、

金
銭
の

場
合
（

横
領）

の

よ
う
に

必
ず
し

も
そ
う
で

な
い
。

ま

た
、

神
殿
強
盗
に

関

す
る

資
料
の

残

存
状
況
は

良
く
な

い
。

報
告
で

は、

リ
ュ

シ

ア

ス

第
七

弁
論
（
い

わ
ゆ

る

「

聖
な
る

オ

リ
ー
ブ

の

木
」

事

件）

と

プ

ラ

ト

ン

の

『

法
律』

第

九
巻
（
°。

芻
『
°。

蟹
餌）

を

取

り

上

げ

る
。

前
者
の

分

析
か

ら
は
、

た

と

え

神
話

起
源
で

あ

れ
｝

旦

霞

奠
o
°。

と

さ

れ
た

も
の

が

持
つ

追
及

力
の

大
き

さ

が

窺
え
る

。

一

方
後
者
で

は、

プ

ラ

ト
ン

草

案
は

神
殿

強
盗
に

対
す
る

最
も

詳
細
な

規
定
で

あ
り
、

実
定
法

理

解
に

も
示
唆

的
で

あ
る

こ

と

が

判
明
す

る
。

最
後
に、

以
上

の

考
察
か

ら

ギ
リ
シ

ア

宗
教
に

関
し
て
一

言
述
べ

た

い
。

　

確
か

に
、

神
聖
（
三
90
 
）

概
念
は
境

界
画
定
機
能
を

有
し
、

ま
た

取

消
不
可
能
で

あ
る

。

し
か

し、

そ

れ
が

法
の

次
元
に
、

即
ち

紛
争
が

裁
判

に

持
ち

込
ま

れ

る

や

否
や、

例
え
ば

ア
テ

ナ
イ

で

は、

法
廷

弁
論
に

よ

っ

て

そ
れ
以

外
の

事
柄
と

同
様、

い

や

実
際
は
そ

れ

以
上
に

事
態
は

非
常
に

紛
糾
す
る

、

古
代
ロ

ー
マ

に

お

け

る

お
一

一

ぴq
凶

o

概
念
に

つ

い

て

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

小

　
堀

馨

　
子

　

近

代
西
欧

諸
語
の
智

 

＝

咀
o
誹

と
い

う

言
葉
は
ラ

テ

ン

語
の

邑向
伊q
δ

が

語
源
で

あ
る

が
、

ラ

テ

ン

語
の

笛
嵩
◎q
ご

で

表
わ

さ

れ
る

内

容
は、

現
代

語
の
「

 
H

碍
凶

o
う

と

は

大
い

に

異
な
る
。

宗

教
学
で

は

神
学
の

影

響

を

受

け
て

教

父
が

為
し

た

説
明、

即
ち

話

憂一
〇

の

語
源
は

マ
¢

嵩
ぴq
餌

話

再
び

縛
る

」

に

由
来
す
る

だ
け

で

済
ま
し

て

し

ま
う
こ

と

が

多
い

が
、

こ

の

説

明
は

十
分
で

は
な
い
。

そ

し
て
「

色

齢
δ

の

用
法
を

考
え
る

際
に
、

語

源

に

意

味
の

説
明
を
求
め

る

の

で

は
な

く、

語
の

意
味
の

歴
史
的
変
遷
を

押

さ

え
る

方
が
一

層
重
要
で

あ
る

。

　

本

発
表
で

は

以
上
の

前
提
を

踏
ま

え
て
、

話
団

笹
o

の

用

法
の

歴
史
的

変
遷
を

探
る

。

ま

ず
前
三

世
紀
に

こ

の

語
が

初
出
す

る

際
に

は、

タ

ブ

ー

や
、

忌

諱
に

触
れ

て

の

言
い

訳
と

い

う
軽
蔑
的
な
ニ

ュ

ア

ン

ス

を

内
包

し
、

ω

弓
Φ

誘
鉱
江
o

の

意

味
と

も

共

通
点
の

あ
る

用

法
で

あ
っ

た
。

時

代

が

下
っ

て

前
二

世
紀
末
に

な

る

と、

軽
蔑
的
な
ニ

ュ

ア

ン

ス

も
称

賛
的
な

ニ

ュ

ア
ン

ス

も
な
い

、

た

だ

中
立

的
に

「

儀
礼
」

の

意
味
を
表
す
用
法
が

出
現
す
る

。

前
　

世
紀
に

入

り、

キ

ケ

ロ

の

同

時
代
に

な
る

と、

用
法
に

多
様
性
が

見
ら
れ
る

が、

古
典
作
家
の

中
で
一

番
用

例
が
多
い

の

は
キ

ケ

ロ

で

あ
り、

五

七
七

例
を

数
え

る
。

キ

ケ

ロ

の

用
法
は

四

つ

に

大
分
さ

れ

る
。

一
、

儀
礼
や

儀
式
と

い

っ

た

事
象
を

価

値
中

立
的
に

描

写
す
る

用

法、

二
、

規
範
・

規
範
破
り
・

規
範
破
り
を
戒
め

る

態
度

・

規
範
遵
守
・

良
心
の

咎
め
・

儀
式
執

行
に

際
し
て

の

細
々

と

し

た
気
配
り、

と

い

っ

た

態
度
を

描
写
す
る

用
法、

三
、

神
々

へ

の

尊
崇

・

敬

神
の

念
・

聖
性
な

ど

の

宗
教

感
情

、

四
、

迷

信
と

同
義
の

用
法、

で

あ
る

。

二

と

四
の

用
法
は

前
三

世
紀
以

来
の

古
来
の

用
法
と
重
な
っ

て

お

り、

一

の

用
法
は

キ
ケ

ロ

の

時
代
の

少
し

前
に

出
て

き

た

も
の

で

あ
り、

三

の

用
法
が

キ
ケ

ロ

の

時

代
に

加
わ
っ

た

も

の

で

あ
る

。

四
の

用

法
が

古
く、
°。

も
韓
。゚

葺
δ

と

い

う

名
詞
が
キ
ケ

ロ

の

時
代
に

な

っ

て

登
場
す
る
と

い

う
こ

と

は
、

こ

の

時

代
に

。゚

ε
興
ω

陣
ご

と
噌

毘
αq
δ

の

用
法
が

分
化
し
た

と

言
え
よ

う
。

　
こ

の

よ
う
に

冨

贏一
〇

と
ω

唇
Φ

誘

葺
δ

が

分
化
し、

前
者
が

宗
教
的
な

る

事
象
を
表
現
す
る

た

め

の

語
彙
と

し

て

用
い

ら

れ

る

よ

う
に

な
っ

た、
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と
い

う
事
態
が

前
二

世
紀
末
か

ら

前
一

世

紀
前
半
に

か

け
て

起
こ

っ

て

い

る

こ

と

は

興
味
深
い

。

こ

れ
は

丁

度
そ

の

頃
に

ロ

ー
マ

が

ギ
リ
シ

ア

を
は

じ

め
と

す

る

地
中
海
の

諸
民
族
と

接
し

て

交
流
が

始
ま

っ

て

か

ら
一

世
紀

が

経
っ

た

頃
で

あ

り
、

間
接

的
に

他
者
と
の

交
流、

特
に

ギ
リ

シ

ア

哲
学

と

の

交
流
が

ラ

テ

ン

語
の

語
彙
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

し
た
と

考
え

ら

れ

る
か
ら
で

あ
る

。

　
一

方
こ

の

H

亀
駐
o

と
の

葛
Φ

「

ω

鼻
δ

と

い

う
二

つ

の

単
語
の

間
の

関
係

も

時
代
に

よ

っ

て

三

段
階
の

変
遷
が

あ
っ

た
こ

と

を
グ
ロ

ズ
ニ

ン

ス

キ

ー

が

指
摘
し

て

い

る
。

グ
ロ

ズ

ニ

ン

ス

キ
ー

に

よ

れ
ば

、

キ
ケ

ロ

の

時

代

（
紀
元
前
］

世
紀）

に

は
「

適
切
な

時
期
に

適

切
な
場
所
で

適
切
な

方
法

で

神
々

の

礼
拝
を

行
う

お

葺
δ
」

対

「

不
適
切
な

時
期

や
不

適
切

な

場

所

に

お

い

て

不

適
切

な

方
法
で

勝
手

に

神
々

の

礼

拝
を

行

う
。・

ε
Φ
肘・

隆
鼠
o
」

と
い

う

対
照
で

あ
っ

た

が
、

小
セ

ネ
カ
の

時
代
（

紀
元
一

世
紀）

に

は

「

わ
れ

わ
れ

ロ

ー

マ

人
の

正

統
な

お
獄
mq

δ
」

対
「

彼
ら

野

蛮
人
の

正

統
な

ら
ざ

る
ω

ε
奠
ω

蜂
δ
」

と

な

り、

ラ

テ

ン

教

父

の

時
代
（
紀
元

三

世
紀
）

に

は
「

真
の

話

贏
ざ

即
ち
キ

リ
ス

ト

教
」

対
「

偽
の
・゚

唇
 
目−

し卩

口
口
o

即
ち

異

教
」

と

い

う

構

造
に

変
遷
を

重

ね

た

と

い

う
。

そ

れ

ゆ

え、

こ

の

教
父
の

時

代
に

至
っ

て

初
め

て
、

「

キ
リ
ス

ト

教
と

い

う
同

警−

ぴq

δ
昌

対
異
教
と

い

う
の

暮
 

富

葺
δ
昌
」

と
い

う

現
代
の

冨

壽
δ
嵩

の

用

法
に

近
い

対
立
項
が

出
現
し
た、

と

言
え
よ

う
。

　
以

上
の

よ

う
に

、

話
謡

舮q8

＝

の

語
源
と

し
て

の

「

Φ
H

お
ざ

を

考
え

る

際

に

は
、

話

蕣
δ

自

体
に

も

変
遷
が

あ

り、

元

来
の

話
嵩
ぴq
δ

は

δ

躇
δ
コ

か

ら

程
遠
い

意

味
の

も
の

で

あ
っ

た

こ

と、

そ
れ

が

後
に

時

代
と

共
に

意

味
の

変
遷
を
経
た

結
果、

話
賦
αQ

δ
つ

の

用

法
に

繋
が

っ

た

と
い

う

点
は、

特
記
す
べ

き
で

あ
る

。

パ

ウ
ロ

の

宗
教
的
宀

日

覚
に

つ

い

て南

部

千

代

里

　
ダ
マ

ス

コ

で

キ
リ
ス

ト

に

会
っ

て

救
い

を
体
験
し、

キ

リ
ス

ト

教
追
害

者
か

ら

被
迫
害

者
と

な
っ

た

パ

ウ
ロ

の

宗
教
を
形
成
す
る

も
の

は、

い

わ

ゆ

る

パ

ス

カ

ル

の

「

ア

ブ

ラ
ハ

ム
・

イ
サ

ク
・

ヤ

コ

ブ

の

神
」

（
『

覚

え

童
目

』

）

で

あ

り、

キ

リ
ス

ト

に

よ
っ

て

受

継
が

れ

た

「

救
い

の

神
」

で

あ

る
。

　
だ
が、

宗
教
を

必
要
と

し

な
い

人
は
、

パ

ウ

ロ

の

神
は

、

一

人
の

寡
婦

の

魂
を

救
う
こ

と
が
で

き

た

か

も
知
れ
な
い

が

何
千
万
も

の

人
間
同
士

の

殺
し

合
い

を

食
止
め
る

こ

と

が

で

き

な

い
、

下
ら

な

い

も

の

で

あ
る

と

言

う
で

あ
ろ

う
。

こ

の

よ

う
な

考
え
に

対
し
て

キ

ル

ケ

ゴ

ー

ル

は
、

「

信

仰

と

は、

す
な

わ
ち、

個

別
者
が

普
遍
的
な

も
の

よ

り

も

高
く
に

あ
る

と

い

う
逆

説
で

あ

る
」

（
『

怖
れ
と

お

の

の

き
』

）

と
、

道
徳
の

反
省
が

深
く
進

む

こ

と

に

よ
っ

て

宗
教
へ

と

導
か

れ

る

と

語
る

。

道
徳
は、

現
実
の

世
間

が

不
義
非
道
で

あ
る
が
故
に、

神
の

超
越
性
と

全

能
と

悪
徳
の

間
に

ジ

レ

ン

マ

を
生
じ
さ

せ

る
。

こ

の

板
ば
さ

み

を

通
し

て
、

も
し
人

間
の

根
底
に

虚
無
を

発
見
す
る

な
ら
ば、

道
徳
は

崩
壊
し

宗

教
へ

の

転
換
を
形

作
る

。

つ

ま

り、

人

間
が

宗
教
を
求
め
る

動

機
は、

死
の

開
示
と
罪
の

自
覚
で

あ

っ

て
、

不
道

徳
即
罪
で

は

な
い

の

で

あ
る

。

人
間
は、

自
己
の

死
を
経
験

で

き
な
い

が

故
に

他
者
の

死
を

通
し
て

自
己
の

死
を

自
覚
し
、

罪
も
生
ま

れ
な
が

ら
し
て

自
覚
を
持
た
な
い

が

故
に

純
粋
無
垢
な
も
の

か

ら
教
え

ら

れ

る
、

つ

ま
り

清
き

も
の

に

接
し
て

道
徳
的
責
任
を
感
じ

る

時
、

罪
を

自
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